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船舶事故調査報告書 

 

                            令和２年７月８日      

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（令和元年６月２２日 ２０時００分ごろ～２６日１１時４５分

ごろの間） 

発生場所 不明（広島県広島湾） 

事故の概要 プレジャーボート友
ゆう

一
いち

丸－Ⅱ
ツー

は、漂泊中、船長が落水して溺死し

た。 

事故調査の経過 令和元年７月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため行わな

かった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート 友一丸－Ⅱ、０.５トン 

ＨＳ３－４３７６１（漁船登録番号）、個人所有 

５.１７ｍ（Lr）×１.６７ｍ×０.６４ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、２９.４kＷ、昭和６１年１１月２８日 

第２７０－３１４６８号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４３歳 

二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免 許 登 録 日 平成８年４月２６日 

免許証交付日 平成２９年６月２０日 

         （令和４年６月１９日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北北東、風速 ７m/s、気温 約２２℃ 

海象：海上 平穏、水温 約２３℃  

 事故の経過 

 

 本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、釣りの目的

で、令和元年６月２２日１８時００分ごろ広島県広島港の係船場所を

出航した。 

 同乗者は、広島県広島市峠
とうげ

島北方沖において漂泊して船長と共に

釣りの準備中、船尾で錨の準備を行っていたところ、２０時００分ご

ろドボンという音を聞き、船長が落水したことに気づいて、救助しよ

うとしたが発見できず、２０時２４分ごろ１１８番通報した。 

船長は、海上保安部の巡視艇及び広島市消防局の消防艇が捜索を行
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い、２６日１１時４５分ごろ、広島県江田島市安
あん

渡島
ど し ま

北東方沖で、周

辺海域を通りかかった旅客船に救命胴衣が未着の状態で漂流している

ところを発見された。 

船長は、巡視艇により揚収された後、医師により死亡が確認され

て、溺死と検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 船長は、本事故当時、固型式の救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

不明 

不明 

不明 

 船長は、溺死した。 

本船は、峠島北方沖で漂泊中、船長が落水したものと推定される

が、同乗者から情報を得ることができず、その状況を明らかにするこ

とはできなかった。 

原因  本事故は、夜間、本船が、峠島北方沖で漂泊中、船長が落水して溺

水したことにより発生したものと推定される。 

再発防止策 今後の同種事故等の被害の軽減に役立つ事項として、次のことが考

えられる。 

・小型船舶に乗船するときは、救命胴衣が脱げないようにファスナ

ーや紐を確実に締めて着用すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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